
（画像：松江市・安来市観光協会HPより）

島根県の社会教育実践

～地域を担う人づくり～

中央教育審議会

生涯学習分科会社会教育人材部会

■島根県教育委員会 教育長 野津 建二

■期日：令和6年1月19日

資料２



◆19市町村 ( 8市10町1村 )

◆人口 648,249人（ R5.12.1 人口推計 ）

※H27年度国勢調査 694,352人( H27.10.1 )

     ※R2年度国勢調査 671,126人 ( R2.10.1 )

⇒ H27年度との比較 23,226人の減少



人 口 人口の推移①

• 県人口は、ピーク時の1955年（昭和30年）から約29％減少
• 圏域別では、出雲圏域に比べ石見圏域、隠岐圏域の減少が顕著

資料：「国勢調査」（総務省統計局）、2022年は「島根県人口移動調査」（島根県統計調査課）〔各年10月１日現在〕
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人 口 人口の推移②

• 少子・高齢化が進行し、人口ピラミッドの構成も変化

資料：「国勢調査（総務省統計局）」 〔各年10月１日現在〕
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人 口 １ 人口の推移④

• ３人に１人が高齢者で、5.4人に１人が75歳以上

資料：「国勢調査」（総務省統計局）〔各年10月１日現在〕
（注）年齢別割合は、2015年までは分母となる総数から年齢不詳を除いて算出している。2020年は不詳補完値を基準として算出している。
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県内公民館(令和５年４月１日現在)
３０７館のうち ― 職員が常駐しているのは２８７館

― 首長部局が所管しているのは１８２館
（ 59.3% / 分館については浜田市の9館）

中央
公民館

公民館 コミュニティ
センター

交流
センター
(中央含む)

まちづくり
センター

地域コ
ミュニ
ティ交流
センター

分館

9 104 43 57 54 20 20

※首長部局所管 182館
コミュニティセンター43館 中央交流センター・交流センター57館
まちづくりセンター53館(川本除く) 地域コミュニティ交流センター20館 分館9館

1. 公民館を核とした地域を担う「人づくり」



中学生 ＆ 高校生が主役
～私たちの「ふるさとづくり」～

【松江市玉湯公民館】

たまゆメンバーズくらぶ〔通称：たまめん〕H19.9月 結成

〈公民館の取組〉



たまゆメンバーズくらぶ（通称:たまめん）

玉湯町の青少年が互いに親睦を図りながら、地域の方々とともに

まちづくりに関する事業を企画・実行または補助し、地域活性化

と自己実現を目指すボランティアグループ

【構成】
玉湯町の高校生・学生を中心とした
青少年

会員数116名（令和5年10月現在）

（中学生2名、高校・大学生８名）

1回あたりの参加会員数
約20名

〈たまゆメンバーズくらぶの概要〉



9

毎月開催している例会では、
事業の企画運営や事業の反
省などについて話し合いま
す。
趣味特技を活かして地域を
盛り上げようとメンバーか
らの発案でダンスやバンド
などもしています。

自分たちが楽しみながら、地域貢献、自己実現の機会にする

〈たまめんの活動理念〉



10

〈新たな動き〉



2. ふるさと教育

H17年度～ 県内すべての公立小中学校の全学年・全学級で実施



子どもたちに 知って欲しいこと 身に付けさせたい力

島根県で大切にしてきたこと 今後も大切にしていきたいこと

地域の“ひと・もの・こと”



県の社会教育主事5７名

パートナー 伴走者 黒子

3. 社会教育主事派遣制度







❶人材養成研修 ［対象者別研修・全体研修］

❷調査・研究 ［学習プログラムの開発・普及］

❸情報提供・学習相談

❹市町村支援

県立東部・西部社会教育研修センター 事業の４つの柱

4. 社会教育にかかる人材養成



企画・立案
力［うみだす］

ファシリテート
力［ひきだす］

コミュニ
ケーション
力［かかわる］

コーディネート
力［つなぐ］

プレゼン
テーション
力［つたえる］

島根県では社会教育関係者に求められる資質・能力を…

❶人材養成研修 ［対象者別研修・全体研修］



❷調査・研究 ［学習プログラムの開発・普及］

“しまね学習支援プログラム”の開発と普及

社会教育関係の調査・分析

■社会教育関係者が活用できる参加型学習プログラムの開発
■プログラムの効果的な活用と普及

■県内公民館等の現状、実態の調査・分析
■社会教育にかかわる研修状況の調査・分析



『しまね

学習支援
プログラム』 



★平成１９年度から開発

★平成２３年度 今の形に

★すでに 県内で活用/普及

“「親学プログラム」”

★平成２５年度から開発

★平成２７年度 完成

★セットで 活用/普及

“「親学プログラム２」”

２つの「親学プログラム」



簡単なゲーム等⇒気持ちやからだをほぐす
⇒参加者同士関係を和らげる。

“気づき”を促す参加型学習

感想交流⇒意識変容、行動変容を図る。

ポイント整理 “気づき”

１ アイスブレイク

２ 中心のワーク

３ ふりかえりとわかちあい

４ まとめ

「親学プログラム」・・・参加型の学習プログラム









県

H22～25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計

計 574 170 235 220 185 183 167 65 55 75 1,929

県

H22～25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計

計 15,909 4,890 6,266 5,935 4,523 4,797 4,909 1,224 936 1,399 50,788

H２６～　　　

親学プログラムを活用した研修会数〔回〕

　親学プログラム体験講座を市町村支援へ移行

H２７　　　　 

H２８～２９　　  

H３０～　　　　　

市町村

市町村

　「親学プログラム２」実施版完成

　親学プログラム２対応親学ファシリテーターブラッシュアップ研修、親学プログラム体験講座の実施

　「親学プログラム２」の試行実施、親学プログラム2に対応できるファシリテーターの養成

家庭教育支援事業（親学プログラム・親学ファシリテーター活用）の実施状況

研修参加者数（延べ）〔人〕

　県による親学ファシリテーター養成及び派遣開始

　市町村が実施主体となり、ファシリテーター養成、親学プログラム・親学ファシリテーターを活用した研修を実施

Ｈ２２～２４　

Ｈ２５～　　　



「地域づくりに主体的に参画する人づくり」を支援、
推進するために、社会教育関係者が活用できる参加
型学習の手法を用いた学習プログラム

★平成２８年度から開発

★平成２９年度・・・ 試行版完成

★平成３０年度・・・

ファシリテーター養成講座開始

完成
★そして、普及へ

「 地域魅力化プログラム 」



■参加者の意識や行動が変化する
■何かをつくり出そうとする動きが出る
■新しい人間関係や

新しいつながりが生まれる

期待される効果



情報紙“しまね社会教育だより”の発行

ホームページ・メールマガジンでの情報発信

■社会教育関係者への情報提供・意欲の向上
■県内の地域力の醸成

■センター事業の積極的な発信
■各種実践事例の紹介・情報提供

❸情報提供・学習相談



市町村における社会教育施策の充実・推進

市町村等の社会教育関係者の人材養成

■市町村等が主催する事業・研修・会議への助言や情報
提供

■市町村等のニーズに応じて、講師、ファシリテーター、
支援者等の役割を果たす

❹市町村支援



■ネットワーク構築イメージ■現状

島根大学
社会教育
主事講習

広島大学
社会教育
主事講習

国社研
社会教育
主事講習
（B講習）

講
習 修了後のつながり

伴走者のための
共学共創

コミュニティ

派遣社会教育主事等
のネットワーク

市町村ごとの
公民館等職員
ネットワーク

教育事務所(5)

各市町村の
社会教育士

ネットワーク

「市町村単位の研修・
情報交換会等」

※各市町村の社会教育
担当課（派遣社会教育
主事）を中心として

市町村(19)

全県

「しまねの人づく
り実践大交流会」

(仮)

全県の
社会教育士

ネットワーク

※社会教育課
を中心として

※社会教育研修C
の研修も活用

「社会教育主事(士)等
研修」

各教育事務所の
社会教育士

ネットワーク

※各教育事務所の社会教育
スタッフ調整監・企画幹

を中心として

「社会教育士リスト」の作成（社会教育課）
・ R6.1.11現在 186名中 51名登録済み
・ 各社会教育主事講習等での「しまねの社会教育士ネットワーク」の周知
・ 社会教育士の連絡先収集・管理

５. 社会教育主事(士)のネットワーク化



しまねの社会教育士ネットワーク
参加のご案内

島根県教育庁社会教育課では、様々な受講機会を経て「社会教育士」の称号を得られた
皆さんが、講習の枠を超えてつながり合い、学び合うネットワークづくりをしていきたい
と考えています。

そして、このネットワークでの出会いやつながり、学び合いが、皆さんの活動の一層の広
がりや深まりに結びつけばと願っています。

「しまねの社会教育士ネットワーク」にご参加いただいた皆さんには、今後、県社会教育課や東・西部社会教
育研修センター及び各教育事務所が主催する研修・交流会等の情報提供をさせていただく予定です。

学びをとおした人づくりとつながりづくりによる地域コミュニティの活性化、そして、笑顔あふれるしまね暮
らしの実現に向けて、一緒に頑張りましょう。

多くの皆さんのご登録を心よりお待ちしています。

島根県教育庁社会教育課

趣旨にご賛同いただける方は、右のQRコードからアクセスし、必要事項を入力ください。開いたページの上部にある「利用者
登録せずに申し込む方はこちら」のボタンを押して先にお進みください。

※ご登録いただきました個人情報は上記の目的以外には使用しません。



【社会教育主事（士）等研修】
○ 教育事務所ごとに（県内５会場）社会教育主事（士）等のための社会教育基礎研修と
ネットワークづくりをおこなう。

参加者：社会教育主事（士）講習修了者（社会教育士、社会教育主事有資格者）、社会
教育主事（士）講習受講者、県社会教育主事、社会教育士、社会教育に興味関
心がある者 等

内 容：講義、事例発表、意見交換等

R4年度社会教育主事(士)等研修 参加者数192名



【しまねの人づくり実践大交流会（仮）】
〈R6年度新規〉

○ 島根県内の社会教育主事・士等が一堂に会し、学びをとおしたネットワーク化を図る
ための交流会を開催

参加者：県及び各市町村社会教育委員
公民館等関係者
県内社会教育主事（有資格者を含む）及び社会教育士
地域学校協働活動関係者
親学ファシリテーター等家庭教育支援関係者
各市町村社会教育担当者
県及び市町村関係者（地域振興、防災、福祉、産業、環境 等）
社会教育及び社会教育士に関心のある方

内 容：講演、事例発表、意見交換等
※教育事務所ごとに開催する社会教育士等研修の拡大版として、島根県内の社
会教育関係者が一堂に会し、学びをとおした全県的な緩やかなネットワーク
化を図る



島根県広報誌
フォトしまね 令和5年 春号

<参考 県教委把握分のみ>
社会教育士養成数(R2～R4)

186名
教員籍26名、公民館等職員79名
県教委４名、県首長部局７名
市町村教委29名、市町村首長部局5名
コーディネーター11名
民間等その他25名
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